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(57)【要約】
【課題】
　振動板の役割をする表示パネルを通じて出力される音
響の音圧の強さを向上させ、前記表示装置は向上された
低音域帯の特性を有する音響を出力することができる表
示装置を提供する
【解決手段】
　本発明による表示装置は、映像を表示する表示パネル
、及び表示パネルの少なくとも一面側に直接的もしくは
他の介在物を介して間接的に設置され、入力された音響
信号に応答して発生された振動を表示パネルに伝達して
、表示パネルから音響が出力されるように表示パネルを
振動させる振動部材を含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示する表示パネルと、
　前記表示パネルの少なくとも一面側に直接的に又は他の介在物を介して間接的に設置さ
れ、入力された音響信号に応答して発生された振動を前記表示パネルへ伝達して、前記表
示パネルから音響が出力されるように前記表示パネルを振動させる振動部材と、を含む表
示装置。
【請求項２】
　前記表示パネルは、映像を表示する第１面及び前記第１面と対向する第２面を含み、前
記振動部材は、前記第２面に付着されることを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記振動部材及び前記表示パネルの間に介在し、前記振動部材から前記表示パネルへ伝
達される振動を調節する振動調節板をさらに含む請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記振動部材は、前記振動調節板に対して下向きの面に付着されることを特徴とする、
請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記振動調節板及び前記振動部材の少なくともいずれかに付着され、前記表示パネルの
振動を吸収するダンピング部をさらに含むことを特徴とする、請求項３又は４に記載の表
示装置。
【請求項６】
　前記表示パネル、前記振動部材、及び前記ダンピング部をカバーするカバー部をさらに
含むことを特徴とする、請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記ダンピング部は、前記表示パネルの第１方向側に配置される第１ダンピング部及び
第１方向と反対方向である第２方向側に配置される第２ダンピング部を含み、
　前記振動部材は、前記第１及び第２ダンピング部の間に配置されることを特徴とする、
請求項５又は６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記ダンピング部は、前記表示パネルの第１方向側に配置される第１ダンピング部及び
第１方向と反対方向である第２方向側に配置される第２ダンピング部を含み、
　前記振動部材は、前記第１ダンピング部の第１方向側に配置される第１振動部材及び前
記第２ダンピング部の第２方向側に配置される第２振動部材を含むことを特徴とする、請
求項５又は６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記ダンピング部は、前記表示パネルの一面と平行に形成されたダンピング調節溝を含
むことを特徴とする、請求項５～８のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示パネルは、フレキシブル表示パネルであることを特徴とする、請求項１～９の
いずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記表示パネルは、第１基板、前記第１基板と対向する第２基板、及び前記第１及び第
２基板との間に介在する光制御層を含み、
　前記第１及び第２基板は、可撓性を有する物質を含むことを特徴とする、請求項１０に
記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記第１及び第２基板の少なくともいずれかはポリマーを含むことを特徴とする、請求
項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記表示パネルは、有機発光表示パネル又は液晶表示パネルであることを特徴とする、
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請求項１～１２のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記振動部材は、圧電体、圧電フィルム、又は電気活性高分子の少なくともいずれかを
含むことを特徴とする、請求項１～１３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　音響データに応答して前記音響信号を生成し、前記音響信号を前記振動部材に提供する
信号発生部をさらに含むことを特徴とする、請求項１～１４のいずれか一項に記載の表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォン、デジタルカメラ、ノート型コンピューター、ナビゲーション装置、及
びテレビジョン等のように映像を提供する表示装置は映像を表示するための表示パネルを
含む。
【０００３】
　一般的に、表示パネルには薄くて軽い表示パネルが使用されており、前記表示パネルは
液晶表示パネル、有機発光表示パネル、プラズマ表示パネル、電気泳動表示パネル等を含
む。また、表示装置は音響信号を出力するためのスピーカーを含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第７，６３９，８２６号公報
【特許文献２】米国特許第７，５７０，７７１号公報
【特許文献３】米国特許第７，７９２，３１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的とするところは、従来スピーカーに比べて向上した音響出力特性を有する
ことが可能な、新規かつ改良された表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、映像を表示する表示パネルと
、前記表示パネルの少なくとも一面側に直接的に又は他の介在物を介して間接的に設置さ
れ、入力された音響信号に応答して発生された振動を前記表示パネルへ伝達して、前記表
示パネルから音響が出力されるように前記表示パネルを振動させる振動部材と、を含む表
示装置が提供される。
【０００７】
　前記表示パネルは、映像を表示する第１面及び前記第１面と対向する第２面を含み、前
記振動部材は、前記第２面に付着されてもよい。
【０００８】
　前記振動部材及び前記表示パネルの間に介在し、前記振動部材から前記表示パネルへ伝
達される振動を調節する振動調節板をさらに含んでもよい。
【０００９】
　前記振動部材は、前記振動調節板に対して下向きの面に付着されてもよい。
【００１０】
　前記振動調節板及び前記振動部材の少なくともいずれかに付着され、前記表示パネルの
振動を吸収するダンピング部をさらに含んでもよい。
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【００１１】
　前記表示パネル、前記振動部材、及び前記ダンピング部をカバーするカバー部をさらに
含んでもよい。
【００１２】
　前記ダンピング部は、前記表示パネルの第１方向側に配置される第１ダンピング部及び
第１方向と反対方向である第２方向側に配置される第２ダンピング部を含み、前記振動部
材は、前記第１及び第２ダンピング部の間に配置されてもよい。
【００１３】
　前記ダンピング部は、前記表示パネルの第１方向側に配置される第１ダンピング部及び
第１方向と反対方向である第２方向側に配置される第２ダンピング部を含み、前記振動部
材は、前記第１ダンピング部の第１方向側に配置される第１振動部材及び前記第２ダンピ
ング部の第２方向側に配置される第２振動部材を含む。
【００１４】
　前記ダンピング部は、前記表示パネルの一面と平行に形成されたダンピング調節溝を含
んでもよい。
【００１５】
　前記表示パネルは、フレキシブル表示パネルであってもよい。
【００１６】
　前記表示パネルは、第１基板、前記第１基板と対向する第２基板、及び前記第１及び第
２基板との間に介在する光制御層を含み、前記第１及び第２基板は、可撓性を有する物質
を含んでもよい。
【００１７】
　前記第１及び第２基板の少なくともいずれかはポリマーを含んでもよい。
【００１８】
　前記表示パネルは、有機発光表示パネル又は液晶表示パネルであるとよい。
【００１９】
　前記振動部材は、圧電体、圧電フィルム、又は電気活性高分子の少なくともいずれかで
あるとよい。
【００２０】
　音響データに応答して音響信号を生成し、前記音響信号を前記振動部材に提供する信号
発生部をさらに含んでもよい。
【発明の効果】
【００２１】
　以上説明したように本発明によれば、従来スピーカーに比べて向上した音響出力特性を
有することが可能な、新規かつ改良された表示装置を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置の分解斜視図である。
【図２】図１に図示された表示装置の後面を示した分解斜視図である。
【図３】図２に図示された表示装置の断面図である。
【図４】本発明のその他の実施形態による表示装置の後面を示した分解斜視図である。
【図５】本発明のその他の実施形態による表示装置の断面図である。
【図６】圧電体を利用する一般的なスピーカーが出力する音響の周波数と音圧の関係を示
したグラフである。
【図７】本発明の一実施形態による表示装置が出力する音響の周波数と音圧の関係を示し
たグラフである。
【図８】本発明の一実施形態による表示装置の分解斜視図である。
【図９】図８に図示された表示装置の後面側を示した分解斜視図である。
【図１０】図８に図示された表示装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２３】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。構造物の寸法は、本発明を明確に
説明するために実際より拡大して示す。第１、第２等の用語は多様な構成要素を説明する
ために使用されているが、構成要素は用語によって限定されない。用語は１つの構成要素
を他の構成要素から区別する目的のみに使用される。例えば、本発明の権利範囲を逸脱し
なく、第１構成要素は第２構成要素と称され、同様に第２構成要素も第１構成要素と称さ
れる。単数の表現は文脈の上に明確に異なるように意味しない限り、複数の表現を含む。
【００２４】
　本出願において、“含む”、“有する”等の用語は、ある特徴、数字、段階、動作、構
成要素、部品又はこれらの組み合わせが存在することを意味しているが、その他の特徴や
数字、段階、動作、構成要素、部分品又はこれらの組み合わせの存在可能性又は付加可能
性を排除することを意味しているものではない。また、層、膜、領域、板等の部分が、他
の部分に対して“上向きの面に”あるとする場合、これは他の部分に対して“直ちに上向
きの面に”ある場合のみでなく、その中間にその他の部分がある場合も含む。反対に層、
膜、領域、板等の部分が、他の部分に対して“下向きの面に”とあるとする場合、これは
他の部分に対して“直ちに下向きの面に”にある場合のみでなく、その中間にその他の部
分がある場合も含む。
【００２５】
　以下、添付した図面を参照して本発明の好適な実施形態をより詳細に説明する。
【００２６】
　図１は本発明の一実施形態による表示装置の分解斜視図である。
【００２７】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態による表示装置１０００は、映像を表示する表
示パネル１１０及び前記表示パネル１１０の後面に提供されるカバー部２００を含む。
【００２８】
　前記表示パネル１１０は、テキスト、ビデオ、写真、２次元又は３次元等の映像を表示
する。前記表示パネル１１０の構成要素は、可撓性を有する物質からなり、前記表示パネ
ル１１０は外力によって曲げられるフレキシブル表示パネルである。しかし、これに限定
されなく、前記表示パネル１１０の構成要素は、可撓性を持たない物質からなり、前記表
示パネル１１０は外力によって曲がらなくてもよい。
【００２９】
　前記表示パネル１１０の種類は特別に限定されない。例えば、有機発光表示パネル、液
晶表示パネル、プラズマ表示パネル、電気泳動表示パネル等が使用される。
【００３０】
　前記表示パネル１１０は多様な形状にて提供される。一実施形態による前記表示パネル
１１０は、平行に対向する２対の辺を有する方形板状の構造を有する。２対の辺を有する
方形板状の前記表示パネル１１０は、短辺及び前記短辺より長く延長された長辺を有する
ように提供される。以下、前記長辺が延長される一方向を第１方向Ｄ１、前記第１方向Ｄ
１と反対方向を第２方向Ｄ２と定義する。前記表示パネル１１０は映像を表示する表示領
域ＤＡ及び前記表示領域ＤＡを囲む非表示領域ＮＤＡを含む。また、前記表示パネル１１
０は、映像を表示する第１面Ｓ１及び前記第１面と対向する第２面Ｓ２を含む。
【００３１】
　前記表示領域ＤＡに複数の画素（図示せず）がマトリックス状に配列される。前記複数
の画素は入力された信号に対応する映像を生成する。前記非表示領域ＮＤＡに映像は表示
されない。
【００３２】
　図２は図１に図示された表示装置の後面を示した分解斜視図であり、図３は図２に図示
された表示装置の断面図である。なお図２及び図３では映像を表示する表示パネルと振動
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部材の間に振動調節板が介在することで間接的に振動部材は表示パネルと設置されている
が、振動部材は表示パネルの少なくとも一面側に直接的に設置されてもよい。
【００３３】
　図２及び図３を参照すると、前記表示装置１０００は入力された電気的信号によって発
生した振動を前記表示パネルに伝達する振動部材３００、前記振動部材３００及び前記表
示パネル１１０の間に介在する振動調節板４００、前記カバー部２００及び前記表示パネ
ル１１０の間に介在して前記カバー部２００及び前記表示パネル１１０と結合するダンピ
ング部、並びにエッジ６００を含む。
【００３４】
　前記表示パネル１１０は第１基板１１１及び前記第１基板１１１と対向する第２基板１
１２を含む。前記第１基板１１１及び前記第２基板１１２の間には光制御層１１３が具備
される。前記第１基板１１１及び前記第２基板１１２の各々は少なくとも１つの電極を具
備する。前記表示パネル１１０は前記電極によって前記光制御層１１３に形成される電界
を利用して光制御層１１３に表示される映像を制御する。前記光制御層１１３として例え
ば、有機発光層、液晶層、プラズマ形成層、及び電気泳動層があげられる。
【００３５】
　一実施形態による前記表示パネル１１０は偏光板（図示せず）を含む。前記偏光板は前
記表示パネル１１０の前記第１面Ｓ１及び前記第２面Ｓ２の少なくともいずれかに付着さ
れる。
【００３６】
　前記カバー部２００は前記表示パネル１１０、前記振動部材３００、前記ダンピング部
、及び前記エッジ６００を囲むように形成され、表示パネル１１０、振動部材３００、ダ
ンピング部、及びエッジ６００を外部の衝撃から保護する。
【００３７】
　前記カバー部２００の形状は多様に提供される。前記カバー部２００は例えば、前記表
示パネル１１０の形状に対応する方形状を有する。
【００３８】
　前記カバー部２００は底面２１０及び側壁２２０を含む。底面２１０を起点とし、底面
２１０に垂直で前記表示パネル１１０に向かう方向を上向き、また上向きと反対に向かう
方向を下向きと定義する。前記側壁２２０は、前記底面２１０の４つの辺から上向きに拡
がり、前記側壁２２０及び前記底面２１０は収納空間を形成する。前記表示パネル１１０
、前記振動部材３００、前記ダンピング部、及び前記エッジ６００は前記収納空間に収納
される。
【００３９】
　前記表示装置１０００は、前記振動部材３００と電気的に連結されて前記振動部材３０
０に電気的信号を提供する信号発生部７００をさらに含む。前記信号発生部７００は、音
響データに対応する電気的信号である音響信号を生成し、前記音響信号を前記振動部材３
００に出力する。前記信号発生部７００は外部から前記音響データを受信する。前記音響
データは例えば、前記映像に対応し、前記映像と共に提供される。
【００４０】
　前記振動部材３００は前記音響信号に応答して振動する。前記振動部材３００は例えば
、磁石及び前記磁石を囲み前記音響信号に対応する電流を流すコイルを含む。前記コイル
に流れる電流に対応し電磁気力が発生し、前記電磁気力により前記振動部材３００が振動
する。また、これに限定されなく、前記振動部材３００は圧電素子を含んでもよい。振動
部材３００が圧電素子である場合、前記圧電素子は前記音響信号に応答して機械的に変形
し、前記機械的変形によって前記振動部材３００が振動する。前記圧電素子として例えば
、圧電体、圧電フィルム（ＰＶＤＦ（ｐｏｌｙｖｉｎｙｌｉｄｅｎｅ　ｆｌｕｏｒｉｄｅ
））、及び電気活性高分子があげられる。
【００４１】
　前記振動調節板４００は前記振動部材３００及び前記表示パネル１１０の間に介在する
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。前記振動部材３００によって発生する振動は前記振動調節板４００を通じて前記表示パ
ネル１１０へ伝達される。したがって、前記表示パネル１１０の振動の周波数又は振動強
度は前記振動調節板４００によって調節される。即ち、前記振動調節板４００によって前
記表示パネル１１０の振動特性が調節される。前記振動の周波数又は前記振動強度を調節
するために前記振動調節板４００の厚み及び前記振動調節板４００の材質は多様に提供さ
れる。
【００４２】
　前記振動部材３００は前記振動調節板４００に対して下向きの面に付着される。なお、
前記振動部材３００は前記表示パネル１１０の前記第２面Ｓ２に付着されてもよい。
【００４３】
　前記エッジ６００は前記表示パネル１１０及び前記側壁２２０の間に介在して前記表示
パネル１１０及び前記側壁２２０に付着される。より具体的に説明すると、前記エッジ６
００は前記側壁２２０の内面から前記表示パネル１１０側に拡がり、前記表示パネル１１
０の縁に付着される。前記表示パネル１１０は振動できるように前記エッジ６００を通じ
て前記側壁２２０に付着される。前記エッジ６００は前記表示パネル１１０の円滑な振動
を促し、前記表示パネル１１０が所定の方向に振動するように前記表示パネル１１０を弾
性支持する。前記エッジ６００は例えば、ＴＰＵ（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｐｏ
ｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ）、ＴＰＯ（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｏｌｅｆｉｎ）、ウ
レタンフォーム又はＰＰ（Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ）、ゴム等のポリマーである。な
お、前記エッジ６００は前記表示パネル１００より薄い厚みを有する。
【００４４】
　前記ダンピング部は前記振動調節板４００に付着し、前記表示パネル１１０の振動を減
少させる。より具体的に説明すると、前記ダンピング部の一端は前記振動調節板４００に
対して下向きの面に付着し、他端は前記底面２１０の上向きの面に付着されることにより
、前記表示パネル１１０の振動特性は前記ダンピング部によって調節される。さらに、前
記ダンピング部は前記振動部材３００の振動を吸収して、前記振動部材３００が前記音響
信号に正確に対応して振動できるようにする。なお、前記ダンピング部は前記振動調節板
４００に付着している必要はなく、前記ダンピング部は前記振動部材３００に付着されて
もよい。
【００４５】
　前記ダンピング部は、弾性力を保持し、前記表示パネル１１０を支持するための所定の
復元力を発生させる弾性体が使用されるため、ダンピング部は天然或いは合成高分子系列
のゴム材料を含むとよい。
【００４６】
　前記振動部材３００は、前記信号発生部７００から音響信号に応答して振動し、前記振
動を前記振動調節板４００を通じて前記表示パネル１１０へ伝達する。前記表示パネル１
１０は、前記振動によって振動し音響を出力する。即ち、前記表示パネル１１０自体がス
ピーカーの振動板として機能する。
【００４７】
　一般的に、スピーカーは振動板の大きさが大きいほど、振動板から出力される音響の音
圧が大きく、しかも音圧の大きい音響は低音域の出力特性が優れる。したがって、前記表
示パネル１１０を通じて出力される音響の音圧及び低音域の出力特性は前記表示パネル１
１０の面積に対応して調節することが可能である。現在流通している表示装置に適用され
ている一般的なスピーカーの振動板の面積は表示パネルの面積に比べ小さく、前記表示パ
ネル１１０自体を振動板とする本発明の一実施形態による前記表示装置１０００から出力
される音響の音圧及び低音域の出力特性は一般的なスピーカーから出力される音響の音圧
や低音域の出力特性に比べて優れる。
【００４８】
　前記第１方向Ｄ１と垂直に交わり前記表示パネル１１０の中心を通る基準線（図示せず
）に対して前記表示パネル１１０の前記第１方向Ｄ１側の領域を第１領域Ａ１、前記第１
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領域Ａ１とは反対の領域を第２領域Ａ２と定義する。本発明の一実施形態で、前記振動部
材３００は例えば、前記第１領域Ａ１に設置する第１振動部材３１０、及び前記第２領域
Ａ２に設置する第２振動部材３２０を含み、前記第１領域Ａ１に位置する第１振動調節板
４１０及び前記第２領域Ａ２に位置する第２振動調節板４２０を含む。
【００４９】
　前記第１振動部材３１０は、前記表示パネル１１０の第１領域Ａ１に対応して前記第１
振動調節板４１０に提供され、前記第２振動部材３２０は、前記表示パネル１１０の第２
領域Ａ２に対応して前記第２振動調節板４２０に提供される。使用者が前記表示パネル１
１０を第１方向Ｄ１を右向きに正視した時に、前記第１振動部材３１０は前記表示パネル
１１０の右側に提供され、前記第２振動部材３２０は前記表示パネル１１０の左側に提供
される。
【００５０】
　前記信号発生部７００で出力される前記音響信号は第１音響信号ＡＳ１及び第２音響信
号ＡＳ２を含む。前記第１振動部材３１０は前記第１音響信号ＡＳ１を受信し、前記第１
音響信号ＡＳ１に対応して振動し、前記第１領域Ａ１を通じて音響が出力されるように前
記第１領域Ａ１を振動させる。前記第２振動部材３２０は前記第２音響信号ＡＳ２を受信
し、前記第２音響信号ＡＳ２に対応して振動し、前記第２領域Ａ２を通じて音響が出力さ
れるように前記第２領域Ａ２を振動させる。
【００５１】
　前記第１及び第２振動部材３１０、３２０は前記第１及び第２領域Ａ１、Ａ２が互に異
なる音響を出力するように、各々前記第１及び第２領域Ａ１、Ａ２を個々に振動させるこ
とができる。第１及び第２領域Ａ１、Ａ２が個々に振動することよって、前記表示パネル
１１０は例えば、ステレオ方式に音響を出力することができる。
【００５２】
　前記ダンピング部は、前記第１振動調節板４１０に付着される第１ダンピング部５１０
及び前記第２振動調節板４２０に提供される第２ダンピング部５２０を含む。この場合、
前記第１及び第２振動部材３１０、３２０は前記第１及び第２ダンピング部５１０、５２
０の間に提供される。
【００５３】
　前記第１及び第２ダンピング部５１０、５２０の各々は前記表示パネル１１０の一面と
平行に形成されたダンピング調節溝５３０を含む。前記ダンピング調節溝５３０は例えば
、前記ダンピング部の側面から前記ダンピング部の内側に形成されている。前記ダンピン
グ部及び表示パネル１１０の振動特性は前記ダンピング調節溝５３０によって調節される
。特にダンピング調節溝５３０はダンピング部が振動減衰特性を有するように調節する。
本発明の他の実施形態（図示せず）において、前記第１及び第２ダンピング部５１０、５
２０の各々は複数の前記ダンピング調節溝５３０を具備することができる。また、ダンピ
ング調節溝５３０の有無によらず前記第１及び第２ダンピング部５１０、５２０がスプリ
ング形状を有することにより前記ダンピング部５１０、５２０自体が振動特性、特に振動
減衰特性を調節してもよい。
【００５４】
　図１～図３で前記振動部材３００は前記第１及び第２領域Ａ１、Ａ２に対応して前記振
動調節板４００上に各々提供される第１及び第２振動部材３１０、３２０を含むことと説
明したが、必ずしも一つの振動調節板４００に対して一つの振動部材３００を提供しなく
てもよい。例えば、図４に示したように前記第１及び第２振動部材３１０、３２０は複数
提供されてもよい。
【００５５】
　図５は本発明のその他の実施形態による表示装置の断面図である。
【００５６】
　図５を参照すると、前記表示パネル１１０を前記振動調節板４００に対応する第１振動
領域ＶＡ１及び前記第１振動領域ＶＡ１を除外した前記表示パネル１１０の残りの部分で
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ある第２振動領域と定義する。前記ダンピング部は前記第１振動領域ＶＡ１及び前記第２
振動領域の境界に沿って提供される。
【００５７】
　また、前記第１振動領域ＶＡ１は、前記ダンピング部を基準に前記表示パネル１１０の
外側に定義される外側第１振動領域ＯＶＡ１及び前記ダンピング部を基準に前記表示パネ
ル１１０の内側に定義される内側第１振動領域ＩＶＡ１を含む。また、前記第２振動領域
は前記ダンピング部を基準に前記表示パネル１１０の外側に定義される外側第２振動領域
ＯＶＡ２及び前記ダンピング部を基準に前記表示パネル１１０の内側に定義される内側第
２振動領域ＩＶＡ２を含む。
【００５８】
　前記振動部材３００は第１～第４振動部材３３０～３６０を含む。前記第１振動部材３
３０は前記内側第２振動領域ＩＶＡ２に対応して前記表示パネル１１０の前記第２面Ｓ２
に付着される。前記第２振動部材３４０は前記外側第２振動領域ＯＶＡ２に対応して前記
表示パネル１１０の前記第２面Ｓ２に付着される。前記第３振動部材３５０は前記内側第
１振動領域ＩＶＡ１に対応して前記振動調節板４００に対して下向きの面に付着される。
前記第４振動部材３６０は前記外側第１振動領域ＯＶＡ１に対応して前記振動調節板４０
０に対して下向きの面に付着される。
【００５９】
　前記信号発生部７００は前記第１～第４振動部材３３０～３６０に各々第１～第４音響
信号ＡＳ３～ＡＳ６を出力する。前記第１～第４振動部材３３０～３６０は各々前記第１
～第４音響信号ＡＳ３～ＡＳ６に対応して振動し、前記内側第２振動領域ＩＶＡ２、前記
外側第２振動領域ＯＶＡ２、前記内側第１振動領域ＩＶＡ１、及び前記外側第１振動領域
ＯＶＡ１を振動させる。
【００６０】
　前記内側第２振動領域ＩＶＡ２、前記外側第２振動領域ＯＶＡ２、前記内側第１振動領
域ＩＶＡ１、及び前記外側第１振動領域ＯＶＡ１の振動特性は互いに異なり、出力特性も
互いに異なる。
【００６１】
　本発明の一実施形態による、前記内側第２振動領域ＩＶＡ２、前記外側第２振動領域Ｏ
ＶＡ２、前記内側第１振動領域ＩＶＡ１、及び前記外側第１振動領域ＯＶＡ１は、各々第
１～第４共振周波数を有する。一般に共振周波数は各振動領域の面積が大きくなるほど低
くなる。例えば、前記外側第１振動領域ＯＶＡ１の面積が前記内側第１振動領域ＩＶＡ１
の面積より広ければ、前記外側第１振動領域ＯＶＡ１の前記第１共振周波数は前記内側第
１振動領域ＩＶＡ１の第２共振周波数より低い。
【００６２】
　前記第１～第４振動部材３３０～３６０は各々第１～第４振動範囲を有する。前記第１
～第４共振周波数は前記第１～第４振動範囲内に属する。例えば、前記第１振動範囲は１
ｋｈｚ乃至２０ｋＨｚであり、前記第２振動範囲は２０Ｈｚ乃至１ｋＨｚとなる。
【００６３】
　前記信号発生部７００は前記内側第２振動領域ＩＶＡ２、前記外側第２振動領域ＯＶＡ
２、前記内側第１振動領域ＩＶＡ１、及び前記外側第１振動領域ＯＶＡ１の各々の振動特
性によって前記第１～第４音響信号ＡＳ３～ＡＳ６を生成する。例えば、前記内側第１振
動領域ＩＶＡ１の低音域帯の出力特性が他の領域に比べて優れた場合、前記信号発生部７
００は前記第１振動部材３３０から低音域帯の音響が出力されるように第１音響信号ＡＳ
３を生成することができる。
【００６４】
　圧電体を利用する一般的なスピーカーが出力する音響の周波数と音圧の関係を図６に示
す。また本発明の一実施形態による表示装置が出力する音響の周波数と音圧の関係を図７
に示す。
【００６５】
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　図６に図示されたグラフのＸ軸は音響の周波数を示し、Ｙ軸は音圧を示す。図６の第１
グラフＧ１は通常的に表示装置に適用されるスピーカーが出力する音響の周波数にと音圧
の関係を示す。前記第１グラフＧ１を参照すると、およそ８００Ｈｚより低い周波数を含
む音域帯で前記第１グラフＧ１の音圧は、５０ｄＢより小さい。
【００６６】
　図７に図示されたグラフのＸ軸は音響の周波数を示し、Ｙ軸は音圧を示す。図７の第２
グラフＧ２は本発明の一実施形態による表示装置１０００が出力する音響の周波数と音圧
の関係を示したグラフである。前記第２グラフＧ２及び前記第１グラフＧ１を比較すれば
、全ての周波数領域に掛けて同一の周波数で前記第２グラフＧ２のＹ軸値が前記第１グラ
フＧ１のＹ軸値より大きい。したがって、前記表示装置１０００は圧電体を利用する一般
的なスピーカーより優れた音響出力特性を有する。
【００６７】
　特に、第１グラフＧ１の音圧が、５０ｄＢより小さくなるという８００Ｈｚ以下の領域
において、第２グラフＧ２の周波数を８００Ｈｚから減少させた場合におよそ３００Ｈｚ
～２００Ｈｚより低い周波数に至って初めて前記第２グラフＧ２の音圧が８０ｄＢより小
さくなるという点で、８００Ｈｚ以下の領域において前記表示装置１０００は圧電体を利
用する一般的なスピーカーより優れた音響出力特性を有する。
【００６８】
　図８は本発明の一実施形態による表示装置の分解斜視図であり、図９は図８に図示され
た表示装置の後面側を示した分解斜視図であり、図１０は図８に図示された表示装置の断
面図である。
【００６９】
　図８～図１０を参照すると、一実施形態による前記表示装置２０００は、少なくとも一
方向に曲がった形状を有する。例えば、前記表示装置２０００は、方形型の表示パネル１
２０の長辺が曲率を持つ形状を有する。したがって、前記表示装置２０００の前記表示領
域ＤＡは表示パネル１２０の長辺に曲率を持つ曲がった曲面形状を有する。前記表示装置
２０００は曲面の形状を有する前記表示領域ＤＡを利用して立体的な映像を表示すること
ができるため、使用者へ没入感及び臨場感を提供することが可能である。
【００７０】
　上述したとおり本発明の一実施形態による表示パネル１２０は長辺が曲率を持つため、
前記第１及び第２面Ｓ１、Ｓ２の一部又は全部は前記第１方向Ｄ１に沿って曲がった形状
を有する。
【００７１】
　前記表示パネル１２０の構成要素は可撓性を有する物質からなり、前記表示パネル１２
０は外力によって曲げられるフレキシブル表示パネルである。なお、前記第１及び第２基
板１２１、１２２は高い光透過率及び可撓性を有するポリマーのような物質からなされて
もよい。
【００７２】
　しかし、表示パネル１２０の構成要素は可撓性を有する物質に限定されなく、前記表示
パネル１２０の構成要素は可撓性を持たない物質からなり、また、前記表示パネル１２０
は外力によって曲げられなくてもよい。
【００７３】
　前記カバー部２００の底面２３０は前記表示パネル１２０の曲がった形状に対応した曲
がった形状を有する。前記カバー部２００の側壁２４０は前記底面２３０の４つの辺から
上向きに拡がり、前記側壁２４０及び前記底面２３０は収納空間を形成する。前記表示パ
ネル１２０、前記振動部材３００、前記ダンピング部、及び前記エッジ６００は前記収納
空間に収納される。
【００７４】
　前記振動調節板４００は前記表示パネル１２０の曲がった形状に対応した曲がった形状
を有するため、前記振動調節板４００の第１及び第２振動調節板４３０、４４０の上面は
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前記表示パネル１２０の前記第２面Ｓ２に密着された状態で、前記第１及び第２振動調節
板４３０、４４０は前記表示パネル１２０に付着される。
【００７５】
　前記エッジ６００は前記表示パネル１２０及び前記側壁２２０の間に介在して前記表示
パネル１２０及び前記側壁２２０に付着される。前記エッジ６００は前記表示パネル１２
０の曲がった形状に対応して前記表示パネル１００の縁に付着される。前記振動部材３０
０は前記振動調節板４００に対して下向きの面に付着される。なお、前記振動部材３００
が前記振動調節板４００に付着せずに、前記振動部材３００は前記表示パネル１２０の前
記第２面Ｓ２に付着されてもよい。
【００７６】
　前記振動部材３００は前記信号発生部７００から音響信号に応答して振動し、前記振動
を前記振動調節板４００を通じて前記表示パネル１２０へ伝達する。前記表示パネル１２
０は前記振動によって振動し音響を出力する。即ち、前記表示パネル１２０自体がスピー
カーの振動板として機能する。
【００７７】
　前記表示パネル１２０から出力される音響の出力特性は前記表示パネル１２０の曲がっ
た形状によって調節される。例えば、前記表示パネル１２０の曲率にしたがって前記表示
装置２０００は前記表示パネル１２０で出力される音響を特定の地点に集中させることが
できる。前記表示パネル１２０の曲率半径は例えば、３０００ｍｍ～６０００ｍｍである
。なお、曲面は一定の曲率を持った円弧形状に限定されなく、前記表示パネル１２０の断
面の形状は例えば、放物線であってもよい。
【００７８】
　本発明の一実施形態による前記表示領域ＤＡは、第１サブ表示領域（図示せず）及び第
２サブ表示領域（図示せず）を含む。前記第１サブ表示領域は少なくとも一方向に曲げら
れる。また、前記第２サブ表示領域は曲げられなくともよい。前記第２サブ表示領域は平
らな形状を有する。
【００７９】
　前記振動調節板４００及び前記振動部材３００は例えば、前記第２サブ表示領域に対応
して提供される。前記振動調節板４００及び前記振動部材３００は前記第１サブ表示領域
と重ならなくてもよい。前記第１サブ表示領域は曲がっており、前記第２サブ表示領域は
曲げられないので、前記第１サブ表示領域に発生する曲げ応力は前記第２表示領域で発生
する曲げ応力より大きくなる。したがって、前記第２サブ表示領域のみに前記振動調節板
４００及び前記振動部材３００を提供することによって、前記第１サブ表示領域が振動に
よって損傷することを効果的に防止することができる。
【００８０】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００８１】
１０００        表示装置
１１０  表示パネル
２００  カバー部
３００  振動部材
４００  振動調節板
５１０、５２０  第１及び第２ダンピング部
６００  エッジ
７００  信号発生部
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